































































































































































































































































































カテゴリ ￣ サブカテゴリ ￣ コー ド
【患者の健康面へ
の気遣い】
<患者の健康のために自分の行動
をかえる〉
<入院前の患者の体調を整える〉
｢本人が診断されてから外で吸うようにしていました」「あ
んまり旅にでかけたり、でんのにしてたんですけど」
｢風邪をひかんようにって言われて、それだけ守るように
して」
【役割遂行をし
た】
<普段通りにする＞
<一緒に付き添うのは当然〉
<女性が入院準備を行う〉
｢普段と一緒。丁寧にしたらおかしいじゃん。ごちそうば
っか食べさすわけにいかんでしよ」「全然かわりなし
もと一緒」
◎ いつ
｢１０時くらいには終わるので後は従業員にまかせてきま
した」「それは当たり前で、もう、２４時間一緒ですから。
－人じゃこれんでしよ」
｢全部家内がした」「そういうのは苦手なんで、買い物とか
は一緒にいきました」
【不安にならない
よ ＞つ
た】
に働きかけ
<疾患にふれないように話す〉
<不安にならないように働きかけ
た〉
｢ともに、空元気でとったんがない？あんまり深いことは
言わない」「そんなことばっかり言うと、辛くなるからあん
まり言わんようにしようと」
｢たいした手術でないと言うことにできるだけ暗示をかけ
るような気持ちでもっていつとるんやけども」「なるだけ－
人になる時間を作らんように気をつけなあかんと思うてで
すね。お風呂行く時は子供と一緒にいれたりですね」
【情報収集した】 <メディアから情報収集した〉
<クリニカルパスの確認〉
<情報提供が良かった〉
<治療費に対して心配がない〉
｢そうゆうのは全部本でみました」「インターネットあるん
でね」「そうゆうのは全部本でみました」
｢なるほど～って読んどるだけやったわ」
｢むしろ聞きたかったんでですね､ありがたかったですね」
｢事前にきけたし大丈夫でした」「」こんだけしか払わなく
ていいのかなっと思った」
【周囲の人々への
働きかけ】
<患者周囲の人々に配慮〉
<周りにサポートを求めた〉
｢息子と娘と嫁さんには言ってあるけど寸他のひとには検
査やって言ってある」「近所の人にはみんな内緒」
｢実家のほうにお兄ちゃんはあずかってもろて。今週いつ
ぱいこつちに来ていただいて、家のことをお願いしとるよ
うな形です」
【告知後の家族の
受け止め】
<疾患に対する仕方ないという思
い〉
<家族の疾患への驚きとショック〉
｢あ～やっぱりねって。煙草２０本、２０年のんでたらその
可能性はあるってことでしよ」
｢そりゃ、ショックないとは言えんやろ」「ちょっとやぱい
から検査せんなんねって言わはった時は、いや～びっくり
した」
【患者の行動を認
める】
<患者の行動を見守る〉
<患者の行動変容を認める〉
｢<お酒＞を飲んでもすごいきちんとしとるからね」
｢今まで何十年吸ってたんに、一日２０本以上､吸ってまし
たけど、その日限りぴったり。私もそれだけお父さん認め
るわ、偉いわって」
【疾患に対する家
族の後悔と願い】
<家族の願い〉
<家族の後1海＞
｢とってしまったけれど、そうでなかったら一番いいなっ
て」「今までと同じように生活していけたらいいねと」
｢もっと早く後悔先に立たずで、そんなん見てもろとった
らよかったねって｣」
【手術・疾患に対
する不安】
<医師に対する遠慮〉
<医療者へのスケジュール調整へ
の希望〉
<専門的なことが分からなかった〉
<手術後への不安＞
｢聞ける範囲だったらいいですけど、何回も繰り返しやつ
てるとあほちやうかと思われる」
｢聞いたからには早くしてほしい」
｢マーキングの仕方がね、マーキングとしか表記されてな
かつたんでね、実際どんな作業をするのか」
｢やっぱり手術って言ったら不安になるしね｣｢今とってし
まっても、後のこと、また(再発)あるかもしれないし」
【家族自身の精神
面への心配】
<家族自身の精神面の心配〉
<意図的に疾患にふれなかった〉
｢私の方が心配性やから」「いつ死んでもいいつちゅうこと
は言わないで下さいって。私が憂鯵になるからやめて下さ
いって」 ユ
｢正月あってバタバタしてたから、忘れるようにはしてた
けど」「(インターネットで)調べることはしません。逆に心
配になるから」
